
河川名 河川区分 調査団体名
参加
人数

調査地点名 経度 緯度 調査日時 天気 水温(℃) 川幅(m) 生物採取場所 水深(cm) 流れの速さ

坂月川 不明 坂月川愛好会 38 谷頭橋下 140.1658191 35.62745507 2022/07/03 9時 晴れ 20.6 1.5 川の中心 15 遅い(毎秒30cm以下)

阿久川 不明 茂原市立豊田小学校 10 阿久川 140.2919276 35.45472972 2022/08/01 9時 晴れ 32 4 川の中心 15 遅い(毎秒30cm以下)

釜谷川 普通河川 市原市水辺の観察会 22
クオードの森
キャンプ場

140.1294672 35.30625237 2022/07/23 10時 晴れ 29.5 1.2 川の中心 10 遅い(毎秒30cm以下)

支川都川 不明 おゆみの道・緑とせせらぎの会 4
緑区辺田町２－
１２地先

140.1822791 35.56512973 2022/09/05 10時 曇り 22.5 1.6
川の中心/上流から見て
右岸/上流から見て左岸

22 普通(毎秒30～60cm)

稲荷台ビオ
トープ内小川

普通河川 稲荷台ビオトープの会 12 １区 140.1723318 35.72581505 2022/09/07 9時 曇り 19.8 1.1 不明 3 遅い(毎秒30cm以下)

稲荷台ビオ
トープ内小川

普通河川 稲荷台ビオトープの会 12 ６区 140.1720797 35.72799249 2022/09/07 10時 曇り 24.3 0.9 不明 8 普通(毎秒30～60cm)

稲荷台ビオ
トープ内小川

普通河川 稲荷台ビオトープの会 12 ５区 140.1714145 35.72739588 2022/09/07 10時 曇り 23.7 1.5 不明 15 遅い(毎秒30cm以下)

稲荷台ビオ
トープ内小川

普通河川 稲荷台ビオトープの会 12 ４区 140.1713984 35.72682975 2022/09/07 10時 曇り 22.2 1.4 不明 10 遅い(毎秒30cm以下)

稲荷台ビオ
トープ内小川

普通河川 稲荷台ビオトープの会 12 ３区 140.1715969 35.72649877 2022/09/07 9時 曇り 21.6 1.9 不明 9 遅い(毎秒30cm以下)

稲荷台ビオ
トープ内小川

普通河川 稲荷台ビオトープの会 12 ２区 140.1720636 35.72612861 2022/09/07 9時 曇り 20.6 1.1 不明 7 遅い(毎秒30cm以下)

亀成川 不明 チーム トリオ 4 古新田橋付近 140.145224 35.82547916 2022/08/23 10時 晴れ 26 2.7 川の中心 50 普通(毎秒30～60cm)

矢那川 不明 木更津高専 生物研究同好会 7 矢那川極楽橋 139.9809146 35.34677027 2022/10/23 10時 晴れ 17.9 3
川の中心/上流から見て
右岸/上流から見て左岸

30 普通(毎秒30～60cm)

ニ重川 不明 土佐工業株式会社 4 富ケ沢橋 140.0506017 35.77193945 2022/07/27 13時 晴れ 27.5 3 川の中心 20 普通(毎秒30～60cm)

村田川 不明
持続可能な生態系を考える環境共
育研究会（ＲＧＥＥＡ）

6 瀬又浄水場下 140.208154 35.5279765 2022/09/10 13時 晴れ 25 5
川の中心/上流から見て
右岸/上流から見て左岸

30 普通(毎秒30～60cm)

村田川 不明
持続可能な生態系を考える環境共
育研究会（ＲＧＥＥＡ）

6 村田川高田地区 140.2268882 35.52811819 2022/09/10 15時 晴れ 22 7
川の中心/上流から見て
右岸/上流から見て左岸

40 普通(毎秒30～60cm)

大道沢 普通河川 大道沢公園ホタルプロジェクト 32 大道沢公園 139.9187716 35.31734858 2022/07/19 9時 雨 25.5 3 川の中心 8 遅い(毎秒30cm以下)



川底の状態 水のにおい 水のにごり その他の生物１ その他の生物２ その他の生物３ その他の生物４ その他の生物５ その他の生物６ その他の生物７

小石と砂 においは感じられない 透明またはきれい カゲロウの仲間
ハグロトンボのヤ
ゴ

ヌマエビ マシジミ

小石と砂
においが感じられる(ドブ、
石油、薬のような不快感の
あるにおい)

少しにごっている タニシ チョウバエ ヤマトシジミ

砂と泥 においは感じられない 透明またはきれい ギンヤンマ スジボソヤンマ シオカラトンボ ハグロトンボ
オオシオカラトン
ボ

マツモムシ スジエビ

小石と砂/コンクリート においは感じられない 透明またはきれい ハグロトンボ シオカラトンボ コカゲロウの仲間 ミズムシ シナヌマエビ モクズガニの仲間
ニンギョウトビケ
ラ

小石と砂 においは感じられない 透明またはきれい スジエビ ミナミヌマエビ シマアメンボウ

砂と泥 においは感じられない 透明またはきれい スジエビ ミナミヌマエビ シマアメンボウ マシジミ

泥 においは感じられない 透明またはきれい スジエビ ミナミヌマエビ シマアメンボウ

泥 においは感じられない 透明またはきれい スジエビ ミナミヌマエビ シマアメンボウ

砂と泥 においは感じられない 透明またはきれい スジエビ ミナミヌマエビ シマアメンボウ

砂と泥 においは感じられない 透明またはきれい スジエビ ミナミヌマエビ シマアメンボウ

砂と泥
においが感じられる(ドブ、
石油、薬のような不快感の
あるにおい)

透明またはきれい
ミシシッピ・アカ
ミミガメ

ヌマエビ

頭大の石が多い/こぶし大の石
が多い/小石と砂/コンクリー
ト/砂と泥/泥

においは感じられない 透明またはきれい モクズガニ ヌマエビ類 ヤゴ類
コカゲロウ属の一
種

こぶし大の石が多い においは感じられない 透明またはきれい タイワンシジミ オタマジャクシ

小石と砂/砂と泥 においは感じられない 少しにごっている スナヤツメ カワリヌマエビ属

こぶし大の石が多い/小石と砂 においは感じられない 少しにごっている スナヤツメ マシジミ？

小石と砂/コンクリート/泥 においは感じられない 透明またはきれい ヒラマキガイ シジミの仲間 モズクガニ テナガエビ スジエビ カゲロウの仲間 アメンボ



その他の生物８ その他の生物９ その他の生物１０ 魚類１ 魚類２ 魚類３ 魚類４ 魚類５ 水草類１ 水草類２ 水草類３ 水草類４ 水草類５ 鳥類１ 鳥類２

カダヤシ ヨシ マコモ
オランダ
ガラシ

ヌカエビ ゲンゴロウ アメンボ ホトケドジョウ シマドジョウ ヨシノボリ

アメンボ シマアメンボ ヒメアメンボ ギバチ ドジョウ モツゴ
ヨシノボリの仲
間

トウヨシノボリ
カヅノゴ
ケ

ドクダミ クレソン
ホテイア
オイ

キショウ
ブ

トウヨシノボリ カダヤシ ドクダミ ショウブ

トウヨシノボリ カダヤシ ショウブ ヨシ
キショウ
ブ

トウヨシノボリ カダヤシ ショウブ

トウヨシノボリ カダヤシ ショウブ
ジュズダ
マ

トウヨシノボリ
カヅノゴ
ケ

クレソン
キショウ
ブ

ミント
アメリカ
センダン
グサ

カジカ ハゼ類 エビモ
ナガエツ
ルノゲイ
トウ

ウグイ オイカワ ブルーギル

ヨシノボリ

ミナミメダカ

マツモムシ シオカラトンボ他 アブラゼミ他 タモロコ メダカ ドジョウ
セキショ
ウ



鳥類３ 鳥類４ 鳥類５ その他気づいたこと 水質階級
汽水域・
淡水域

アミカ類
ナミウズ

ムシ
カワゲラ

類
サワガニ

ナガレト
ビケラ類

ヒラタカ
ゲロウ類

ブユ類
ヘビトン

ボ
ヤマトビ
ケラ類

イシマキ
ガイ

オオシマ
トビケラ

カワニナ
類

1 淡水域 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

上流の水門が閉じており、今年度は汚い水の指標生
物が多かった。

4 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 淡水域 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

両岸とも通常はイネ科植物が繁茂しているが、この
時は刈り取り直後であった。

2 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2 淡水域 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

2 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

2 淡水域 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

ギンヤンマやオニヤンマを見かけることがあった。
イトトンボやハグロトンボが多く見られた。

4 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ブルーギルが多く採取された。農業排水の流れ込みが
ある。

1 淡水域 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

4 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 淡水域 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0

アライグマの足跡 1 淡水域 0 0 0 1 2 0 0 0 2 0 1 0

マツモムシを初めて確認、カゲロウの仲間は多数い
 ることを確認。

ゲンジボタルの幼虫は、昨年１１月の放流前に調査
の結果３頭を確認した。５月に羽化飛翔した親が交

 尾・産卵したものと確認。
調査は９月１３，１４（晴）の補充調査を含む。

2 淡水域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2



ゲンジボ
タル

コオニヤ
ンマ

コガタシ
マトビケ

ラ類
スジエビ

ヒラタド
ロムシ類

ヤマトシ
ジミ

イソコツ
ブムシ類

タイコウ
チ

タニシ類
ニホンド
ロソコエ

ビ

シマイシ
ビル

ミズカマ
キリ

ミズムシ
アメリカ
ザリガニ

エラミミ
ズ

サカマキ
ガイ

ユスリカ
類

チョウバ
エ類

ヨコエビ
類

0 0 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

0 0 0 - 0 0 0 - 2 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0

0 1 0 - 0 0 0 - 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0

0 1 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

0 0 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

0 0 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

0 0 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

0 0 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

0 1 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

0 0 0 - 0 0 0 - 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

0 0 2 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 - 0 0 0 - 2 0 0 0 0 2 0 2 1 0 0

0 0 1 - 0 0 0 - 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

0 1 1 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 - 0 0 0 - 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0


